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能
登
町
議
会
第
4
回
定
例
会
は

12
月
8
日
に
招
集
さ
れ
ま
し

た
。
会
期
を
16
日
ま
で
の
9
日
間
と

定
め
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
や
条
例
改
正
な
ど
町
長
提
出
議

案
34
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
が
提
案
理
由
を
述
べ
た

あ
と
、
8
人
が
議
案
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
案
は
各
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
平
成
22
年
度
決
算
14
件
を
認

定
。
議
案
34
件
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
定
数
を

14
人
に
削
減
す
る
議
会
議
案
1
件
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
▼

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6
億
６
６
５
６

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
５

８
億
４
２
４
８
万
１
千
円
と
す
る
。

主
な
内
容
は
、
災
害
防
除
事
業
費
、

災
害
復
旧
費
、
柳
田
地
区
防
災
行
政

告
知
施
設
整
備
事
業
の
追
加
な
ど

有
線
放
送
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）
▼
1
億
４
６
４
９
万
9
千
円

を
減
額

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）
▼
保
険
事
業
勘
定
に
４

０
４
７
万
7
千
円
を
追
加
。
直
営
診

療
施
設
勘
定
に
23
万
8
千
円
を
追
加

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）▼
33
万
2
千
円
を
減
額

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
▼
保
険
事
業
勘
定
を
42
万
3

千
円
減
額
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
を

２
０
３
万
4
千
円
減
額

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
▼
８
３
５
万
3
千
円

を
減
額

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
▼
１
２
９
万
3
千

円
を
追
加

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
▼
47
万
2
千
円
を

追
加

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）
▼
17
万
1
千
円

を
追
加

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

3
号
）
▼
１
１
６
万
9
千
円
を
追
加

能
登
町
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

能
登
町
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
▼
放
送
法
改
正
に
よ
る
変

更
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料
の
全

期
前
納
制
度
を
新
設

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

能
登
町
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
㈶
能
登
町

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
が
所
有
す
る

施
設
が
町
に
無
償
譲
渡
さ
れ
る
た

め
、
該
当
施
設
を
追
加

能
登
町
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
▼
4
階
、
5
階
病
棟
の
個
室

に
3
床
ず
つ
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
使

用
料
を
改
正

能
登
海
洋
深
層
水
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
付
属

施
設
に
蓄
養
施
設
を
設
置
し
使
用
料

の
一
部
を
改
正

能
登
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
給
水

区
域
の
一
部
を
柳
田
地
区
簡
易
水
道

事
業
の
給
水
区
域
に
変
更

姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
に
つ
い
て
▼

千
葉
県
流
山
市
と
姉
妹
都
市
の
盟
約

を
締
結
す
る

石
川
県
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補

償
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
▼

野
々
市
町
が
野
々
市
市
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
改
正

石
川
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
▼
同

石
川
県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
▼
同

奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
▼
消
防
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
伴
う
改
正
な
ど

■
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

能
登
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
議
員

定
数
を
18
人
か
ら
14
人
と
す
る

第４回

定例会

議
会

鵜
川
中
学
校

浅
田
純
恵　
　

井
田
由
美

川
端
め
ぐ
み
（
旧
姓
：
石
田
）

岩
端
大
介　
　

上
端
達
也　
　

木
村
彩
乃　
　

越
坂
志
帆
美　

小
杉
莉
加　
　

酒
井
真
由
子　

坂
下
昌
博　
　

新
谷　

恵　
　

善
野
智
栄　
　

高　

夏
美　
　

高
田
あ
か
り　

鶴
野
薫
子　
　

天
幸
由
稀　
　

道
地
亮
太　
　

堂
野
貴
寛　
　

中
田
綾
香　
　

中
野
貴
仁　
　

濱
中
美
紀　
　

道
下
直
人　
　

森
下　

大　
　

安
田
万
梨
亜

小
木
中
学
校

池
田
利
希
也　

石
川
裕
弥

石
崎
ひ
か
り　

石
場
由
恵

奥
成
加
葉　
　

奥
成
沙
紀

桂　
　

唯　
　

川
端
健
太

金
剛
裕
樹　
　

坂　

重
幸

坂
下
有
仁　
　

竹
中
俊
介

中
町
歩
美　
　

萩
野
一
志

波
瀬
な
つ
み　

畑
口
将
吾

坂
東
志
穂　
　

坂
東
千
紗

廣
瀬
久
華
緑　

廣
瀬　

学

廣
瀬
勇
将　
　

舩
本
梨
沙

真
智
貴
大　
　

餅
木　

葵

持
平
理
佳
子　

山
市
ひ
と
み

松
波
中
学
校

石
本
隼
佑　
　

井
髙
真
紀

目
川　

彩
（
旧
姓
：
上
野
）

魚
棚
亮
太　
　

大
下
美
奈　
　

大
松
基
春　
　

小
畑
結
香　
　

表　

千
鶴　
　

菊
田
智
子　
　

金
七
翔
吾　
　

桑
田
佳
明　
　

坂
上
大
将　
　

坂
口
翔
太　
　

清
水
仁
美　
　

白
坂
竜
也　
　

菅
原
大
聖　
　

菅
原
大
慈　
　

高
川
勇
貴　
　

橘　

颯
太
郎　

田
中
裕
仁　
　

谷
上　

颯　
　

谷
口
智
美　
　

中
谷
尚
貴　
　

中
谷
百
花　
　

新
田
恭
兵　
　

橋
本
武
蔵　
　

福
田
悠
紀　
　

干
場
和
貴　
　

前
田
千
瑛
子　

又
木
実
信　
　

南
口
峻
佑　
　

向
井
彩
希
子　

室
谷
早
紀　
　

門
前
奈
都
未　

薮　

美
帆　
　

山
内
祐
和　
　

山
﨑
ひ
と
み　

山
下
智
司

能
都
中
学
校

青
山
早
紀　
　

石
脇
知
奈

井
上
亮
太　
　

井
上　

渉

岩
本
紗
緒
里　

岩
本
由
衣

岩
本
行
弘　
　

上
田
優
子

鵜
川
尚
史　
　

梅
澤
匡
男

大
間
宏
樹　
　

岡
野
正
人

奥　

亜
紗
日　

尾
谷
弥
海

河
村
聡
太　
　

河
元
翔
司

川
本
翔
大
郎　

川
本
悠
雅

國
分
ゆ
う
穂　

蔵　

理
恵
子

小
島
敬
史　
　

小
谷
内
良
華

佐
藤
千
華　
　

佐
藤　

亮

四
家
匡
博　
　

脊
戸
瑞
輝

空
林
泰
代　
　

髙
田
明
香

白
尾
保
奈
美
（
旧
姓
：
時
長
）

蛸
島
美
保　
　

長
坂
梨
恵

中
田
祐
貴　
　

中
谷
美
咲

中
野　

亮　
　

中
村
啓
治

西　

寿
野　
　

西
山
卓
哉

橋
本
佳
周　
　

濱
中　

統

東
濱
慶
泰　
　

兵
伊　

司

廣
田
直
也　
　

紅
屋
来
美

本
藏
敦
美　
　

前
田
貴
智

町
分
元
気　
　

松
田
裕
将　
　

水
島
聖
也　
　

水
島
侑
希　
　

水
島　

隆　
　

道
花　

陵　
　

皆
月　

祐　
　

宮
﨑
千
暁　
　

宮
下
紗
貴　
　

宮
下
裕
行　
　

宮
田
歩
美　
　

宮
田
友
美　
　

宮
藤
竜
也　
　

矢
内
咲
希　
　

山
上　

栞　
　

山
下　

歩　
　

山
本
侑
花　
　

山
若
怜
奈　
　

鷲
竹
知
未

柳
田
中
学
校

青
木
友
里
恵　

雨
池
聡
美

上
田　

寛　
　

打
合
志
栞

垣
内
寿
裕　
　

金
小
香
織

上
谷
祥
紘　
　

川
口
一
樹

北
又　

亮　
　

駒
寄
有
紀

岨　

大
樹　
　

坂
下
香
菜

大
古
友
美
子　

滝
平
弘
志

武
藤
恵
理
子　

谷
田
智
子

田
原　

梓　
　

堂
坂
百
子

鳥
越　

翔　
　

中
田
祐
希

鰀
目
真
紀
（
旧
姓
：
中
谷
）

中
谷
友
里
子　

中
村
朋
美

夏
目
李
貴　
　

二
山
春
菜

橋
爪
ゆ
り　
　

畑
中
由
衣
子

平　

成
美　
　

藤
田　

葵

干
場　

剛　
　

細
畑
望
美

松
木
佑
祥　
　

宮
本
俊
一

中
野　

奈
津
美
（
旧
姓
：
源
）

町
在
住
者

ア
デ　

タ
ム
ト

ア
ン
ギ
ー　

ア
ガ
シ

シ
ャ
イ
フ
ル　

ミ
ラ
ー

シ
ャ
ム
ス　

ズ
ハ

ジ
ュ
プ
リ
ホ
ノ　

ラ
ハ
ル
ジ
ョ

ダ
ニ　

ト
リ
ヨ
ノ

ト
ノ　

ア
ル
フ
ル
コ
ン

ヘ
リ

ヘ
ル
サ　

メ
ジ
ュ
ル　

ウ
ィ
ヤ

ン
ト

ラ
ム
ド
ン　

ス
チ
プ
ト

デ
デ
ィ　

フ
ェ
リ　

ワ
ー
ラ
ニ

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う
能
登
町
成
人
式
が
次
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

〈
日
時
〉
平
成
24
年
１
月
８
日
㊐
午
前
11
時
～
（
受
付
10
時
30
分
～
）

〈
場
所
〉
内
浦
第
２
体
育
館

〈
対
象
者
〉
平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

能
登
町
内
中
学
校
卒
業
生
お
よ
び
能
登
町
在
住
者

男
：
１
１
４
人　

女
：
１
０
４
人　

計
２
１
８
人

※
広
報
誌
へ
の
掲
載
は
希
望
者
の
み

〈
お
願
い
〉
新
成
人
者
へ
の
お
祝
い
の
祝
電
や
花
束
な
ど
は
、
式
典

会
場
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
宅
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

平成 24年能登町 【写真】昨年の成人式より

公の施設の指定管理者の指定について（11 件）

施設の名称 指定管理者 指定期間

能登七見健康福祉の郷
「なごみ」など 2件

㈱能登町
ふれあい公社

H24/4/1 ～
　H27/3/31

老人憩いの家「たなぎ
荘」など 5件

㈳能登町社会
福祉協議会

H24/4/1 ～
　H29/3/31

藤波ディサービスセン
ターなど 2件

㈳石川県社会
福祉事業団

H24/4/1 ～
　H29/3/31

みずほ障害者支援セン
ター

特定非営利活
動法人　礎会

H24/4/1 ～
　H29/3/31

郷土館、町立美術館、
内浦体育館、能都健民
テニスコート、能都体
育館、柳田体育館など
22 件

㈱能登町
ふれあい公社

H24/4/1 ～
　H29/3/31

能登町特産物等直売所
（桜峠直売所）

グループさく
ら日和

H24/4/1 ～
　H27/3/31

能登海洋深層水施設な
ど 2件

㈱能登町
ふれあい公社

H24/4/1 ～
　H27/3/31

能都共同福祉会館 能登町商工会 H24/4/1 ～
　H29/3/31

国民宿舎能登うしつ荘
など 4件

㈱能登町
ふれあい公社

H24/4/1 ～
　H26/3/31

遠島山公園など 2件 ㈱能登町
ふれあい公社

H24/4/1 ～
　H29/3/31

九十九湾園地管理事務
所など 3件

能登町観光協
会

H24/4/1 ～
　H27/3/31
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11
月
28
日
、
春
蘭
の
里
実
行

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
4
人
が
能

都
庁
舎
を
訪
れ
、
持
木
町
長
に

受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

能
登
の
里
山
を
象
徴
す
る
景

観
の
中
で
、
農
家
民
宿
群
で
の

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
き
の

こ
山
の
整
備
な
ど
地
域
づ
く
り

を
展
開
す
る
春
蘭
の
里
実
行
委

員
会
。
今
回
、
県
内
初
の
快
挙

と
な
る
「
農
林
水
産
祭
表
彰
・

内
閣
総
理
大
臣
賞
」
な
ど
３
つ

の
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、

多
田
喜
一
郎
さ
ん
が
「
石
川
地

域
づ
く
り
表
彰
（
個
人
部
門
）」

に
選
ば
れ
る
な
ど
受
賞
ラ
ッ

シ
ュ
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
本
安
昭
会
長
（
写
真
左
か

ら
二
人
目
）
は
「
支
援
し
て
く

れ
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
賞
に
恥
じ
な
い
春
蘭
の

里
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
語
り
、
多
田
さ
ん
は

（
写
真
右
）
は
、「
今
後
は
耕
作

放
棄
地
の
解
消
な
ど
景
観
保
全

に
も
努
め
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

り
ん
ご
や
柿
な
ど
の
果
樹
園

を
営
む
山
岸
政
盛
さ
ん
が
、
県

内
で
4
年
ぶ
り
、
能
登
町
で
3

人
目
と
な
る
大
日
本
農
会
（
総

裁
・
桂
宮
宣
仁
親
王
）
の
緑
白

綬
有
功
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

国
営
農
地
開
発
地
で
の
果
樹

経
営
の
確
立
や
地
域
農
業
発
展

へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
山
岸

さ
ん
は
「
長
年
農
業
に
従
事
し

て
き
た
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
命
の
続
く
限

り
農
業
の
発
展
に
尽
力
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
秋
吉
地
区
ア
マ
メ
ハ
ギ
保

存
会
」
会
長
の
天
野
登
さ
ん
が

11
月
10
日
、
石
川
県
文
化
功
労

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
る
「
能
登
の
ア
マ

メ
ハ
ギ
」
の
保
存
伝
承
に
長
年

取
り
組
ん
で
き
た
天
野
さ
ん
。

「
個
人
で
は
な
く
、
ア
マ
メ
ハ

ギ
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
る

地
区
全
体
で
い
た
だ
い
た
賞
。

今
後
も
無
理
を
し
な
い
で
楽
し

く
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を

た
た
え
る
「
石
川
地
域
づ
く
り

表
彰
」
の
団
体
部
門
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ

ジ
の
郷
（
宮
本
康
一
理
事
長
）」

が
優
秀
賞
を
受
賞
。11
月
22
日
、

持
木
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
保
護

と
魅
力
発
信
に
取
り
組
む
宮
本

理
事
長
は
「
町
花
と
い
う
誇
り

を
持
っ
て
活
動
し
て
き
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し
い
。
町

民
と
一
緒
に
喜
び
た
い
」
と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
高
齢
者
や

要
援
護
者
の
福
祉
相
談
・
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
き
た
安
宅
千

惠
さ
ん
が
、
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

19
日
に
持
木
町
長
へ
報
告
に

訪
れ
た
安
宅
さ
ん
は
「
支
え
て

く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
お
年
寄
り
と
お
話
す
る
こ

と
で
、
自
分
も
教
え
ら
れ
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
22
年

間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
い
ま

し
た
。

第50回農林水産祭表彰（むらづくり部門）

内閣総理大臣賞
第33回豊かなむらづくり表彰

農林水産大臣賞
地域づくり表彰（国土交通省）

国土交通大臣賞
石川地域づくり表彰（個人部門）

多田喜一郎さん

公益社団法人大日本農会  農事功績表彰

緑
りょくはくじゅゆうこうしょう

白綬有功章
山岸政盛さん
やまぎし・まさもり（75）＝合鹿

民生委員・児童委員

厚生労働大臣表彰
安宅千惠さん
あたか・ちえ（74）＝宇出津

能登町秋吉地区アマメハギ保存会

石川県文化功労賞
天野　登さん
あまの・のぼる（76）＝秋吉

石川地域づくり表彰（団体部門
優秀賞 ）

特定非営利活動法人

のとキリシマツツジの郷

春蘭の里実行委員会に内閣総理大臣賞など受賞ラッシュ！

持木町長に受章の報告と今後の抱負を語る山岸さん（12 月 9日、能都庁舎で）受賞を報告する宮本理事長（中央）と福池副理事長（11 月 22 日、能都庁舎で）

谷本県知事から表彰を受ける天野さん（11 月 10 日、石川県庁で）

受賞の喜びを語る安宅さん（12 月 19 日、自宅で）

内閣総理大臣賞の盾
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　子ども会連合会が主催する「子ども大会」。今年は秋吉出身
で奥能登初のパイロット、大場飛行士にちなんでペーパーグラ
イダー大会が開催されました。12月 11日、子どもや保護者な
ど約 50人が内浦運動公園に集まり、グライダー作りに挑戦し
ました。組み立ては、秋吉地区で活動する「大場飛行士の偉業
を称える会」の皆さんが指導。内浦体育館での競技では、幼児
から大人まで 3部門に分かれてグライダーを飛ばし、その滞空
時間を競いました。各部門の優勝は、幼児・山本煌大さん、小
中学生・山崎直哉さん、保護者・能登俊信さんでした。

大場飛行士のように夢をつかめ
ペーパーグライダー大会 「能登町ーチン」を手に巡回する持木町長と寺西署長

能登警察署年末特別警戒取り締まり

　能登警察署の年末特別警戒パトロールが、
12 月 14 日に実施され、町内の防犯、交通安
全関係団体の役員ら約 20人が宇出津地区を巡
回しました。持木町長と寺西署長は、防犯キャ
ラクター「能登町ーチン」を手にパトロール。
「能登町ーチン」は、10月に能登署が主催した
防犯キャラクターコンテストの最優秀作品で、
高森駿君（鵜川小４年）のアイデアを「ほーす君」の作者でも
ある窪田ますみさんが約 2週間かけて忠実に再現しました。

能登町ーチン部隊が取り締まり

ゴムを引いてグライダーを飛ばす児童

寸劇を披露する老人保健ビジター会の皆さん

高齢者を見守る地域ネットワーク
認知症講演会

　能登町地域包括支援センターが主催する認知症講演会は 12
月 10 日、能都庁舎で開催され、約 200 人が寸劇や講演を通じ
て認知症への理解を深めました。
　高齢者へのボランティアや見守り活動をしている能登町老人
保健ビジター会の 9人が「みんなで支えあって」と題して寸劇
を披露。高齢者を孤立させないで地域で支え合いましょうと呼
び掛けました。
　引き続き公立能登総合病院精神センター長の平松茂さんが講
演。認知症の症状や予防法などについて解説しました。

　上町出身で金沢市内で税理士法人を経営している山根敏秀さ
んが 11 月 25 日、持木町長に能登町ふるさと応援寄附を手渡
しました。
　租税教室の講師として全国を訪れる山根さんは、各地で能登
町のＰＲも併せて行っています。町で作成した世界農業遺産の
ポスターの写真を見ながら、「自分が育ってきた何気ない風景
が世界農業遺産であることがうれしい。今後もふるさと納税を
続けて、能登町を応援していきたい」と話し、はざ架けの思い
出などを話しました。

持木町長と意見を交わす山根さん

ふるさとへの思いを形で伝える
山根敏秀さんがふるさと納税

会場全体にリコーダーの音色を響かせる生徒ら

音楽の集い

　町内の中学 1年生が一堂に会して合唱や合奏をする音楽の集
いが 11 月 24 日、能都庁舎で行われました。少人数では味わ
えない合唱・合奏を体験し、音楽に親しむことを目的に能登町
学校教育研究会が主催。7回目となる今年も町内 5中学校から
129 人の生徒が集まりました。
　生徒らは全員で「マイ・バラード」を合唱しハーモニーを響
かせたあと、アルトリコーダーでの合奏と手拍子での合奏を披
露しました。また、招待演奏として箏

そう

演奏家の玉
たましろ

城雅
うたしょう

楽祥さん
と声楽家の万

まんぎょう

行美幸さんの演奏を鑑賞しました。
　

１２９人の心を一つにして合唱

▲ミニ博物館で古文書につい
て解説する「考える会」事務局
の中與七郎さん（左）

▲座談会では城下町の歴史
や文化をまちづくりにどう
生かすか話し合われた

　かつて松波城の城下町として発展した松波地区の商店街の一部など
を利用したミニ博物館 5カ所が 12月 7日に開館しました。「民有『歴
史文化』資産の保存活用を考える会」が「松波城下歴町商店街」と銘打っ
て企画。ミニ博物館では、古文書や地元に伝わる謎掛け問答、松波飴
など城下町松波の歴史と文化が紹介されています。
　11日には、内浦福祉センターで公開座談会「松波城とまちづくり」
が開かれ、関係者らが今後のまちづくりについて議論しました。

松波城下歴町商店街開館

城下町松波の歴史を地域で発信

　能登町と能登海洋深層水協議会は 12月 4日、福島県相馬市
で震災支援活動を行いました。相馬市は、能登町の友好都市で
ある千葉県流山市の姉妹都市。震災直後にも支援物資を送り、
今回が２回目の支援となります。
　会場では、いかつみれ深層水大鍋・おはぎ・能登寒ぶりの刺
身・深層水ペットボトルを無料配布。「JA おくのといち」から
提供を受けた野菜の売り上げは、全て相馬市へ寄付されました。
　能登の味覚を堪能した来場者からは「復興したら必ず能登へ
美味しい魚を食べに行きます」という声が聞かれました。

相馬市に能登の味覚を届ける
能登海洋深層水協議会が震災支援活動

寒ぶりをその場でさばき刺身を提供

▲能登町ーチン


